
2021 年６月 20 日        きょうかいがっこうコーナー 

年間第 12 主日          ふくいん （マルコ 4.35～41） 

きんきゅうせんげんがたぶんきょうの２０かでおわるので、みなさまと、ちかいうちにかおをあわせるこ

とができるとたのしみにしています。 

 

 

そのひのゆうがたになって、イエスは「むこうぎしにわたろう」とでしたちにいわれた。そこで

でしたちはぐんしゅうをあとにのこし、イエスをふねにのせたままこぎだした。ほかのふねも

いっしょであった。はげしいとっぷうがおこり、ふねはなみをかぶって、みずびたしになるほ

どであった。しかし、イエスはとものほうでまくらをしてねむっておられた。でしたちはイエス

をおこして、「せんせい、わたしたちがおぼれてもかまわないのですか」といった。イエスはお

きあがって、かぜをしかり、みずうみに、「だまれ、しずまれ」といわれた。すると、かぜはや

み、すっかりなぎになった。イエスはいわれた。「なぜこわがるのか。まだしんじないのか。」 

でしたちはひじょうにおそれて、「いったい、このかたはどなたなのだろう。かぜやみずうみ

さえもしたがうではないか」とたがいにいった。 

 

 

きょうのふくいんしょは、ゆっくりよめばよくわかるとおもいます。もういちどよむとどんなできごとだっ

たかが、よくわかります。 

でしたちは、ふねがしずむのじゃないかとおそれて、パニックおこしてしまいましたね。ふあにっぱいで、

そのうえにイエスさまねむっておられたから、じぶんたちはどうなるかと、もっとふあんになったでしょ

う。イエスさまをおこして、なんとかするようにとこころからねがっていたにちがいないでしょう。こと

ばはちがいますが、イエスさまをせめるようになってしまいました。そのとき、イエスさまはかぜをしか

って、みずうみに「だまれ、しずまれ」といわれます。すると、ふしぎなことに、かぜはやんでしまい、あ

らしもおさまりました。でしたちは、イエスさまのことをしんじていなかったようで、もっとびっくりしてし

まいました。 

わたしたちも、でしたちのようなことをまいにちのせいかつのなかで、しているのですね。イエスさまは

いつもともにいるのに、ふあんになったり、こわがってしまうこともあります。 

そのときに、イエスさまにまかせたら、ちからがわいてくるので、イエスさまにいいましょう「イエスさま、

たすけてください。」というと、かならず、きょうのできごとのように、すぐ「だまれ、しずまれ」といってく

ださるので、こわがることがないのですよ。 

きょうのふくいんを、よくわかるために、えをとおして、また、○のところにことばをいれてうめたら、き

ょうのあらしのはなしがよ～くわかるでしょう。がんばってね。 
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